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・「登録状況」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してくださ
い。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
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社会

経済

環境

社会

経済

環境
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＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載し
てください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更新
時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）
○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

食の安心・安全に向け、生産者である自社と、取引先・消費者との間に信頼関係を構築するととも
に、企業内部においても、従業員一人ひとりの状況に応じ、働きやすい職場環境の整備を図る。

環境
地下水の保全の為に幅広い畦畔と止水版を使い蒸散した
分の水だけタイマーで入水。2025年に向けた新しい取り
組みとして、収穫後は圃場を乾かす事で更に節水。

圃場の水の使用量(年間使用量
ベース)
2022年比20%削減
2022年　24,508ｔ→
2025年　19,606ｔ

社会

経済

選果場で出る残渣は堆肥化し畑に還す事を実施。

残渣還元率
2022年比167％増加
2022年　627ｔ→
2025年　1,046ｔ

社会

経済

環境 従業員の心身のリフレッシュ、仕事に対するモチベー
ションややりがい、集中力の向上、従業員の確保・定着
を目的とした年間休日数の増加。

年間休日数
2022年　50日から72日→
2025年　72日から96日

社会
経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名： 株式会社 カワカミ蓮根

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

安全・安心な食品を提供し、労働者から消費者まで、全ての関係者の満足度や利益が最大化される様
に事業を推進すると共に、客観性と透明性の高い経営を実現する事で、地域、そして世界の「持続可
能な食」に貢献する企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


